
 

（お知らせ） 
 

ＩＡＥＡ（国際原子力機関）ＯＳＡＲＴ（運転安全調査団）による 

フォローアップ調査結果について 

 
平成 18 年 5 月 19 日 
東京電力株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 
当所は、5月 15日からIAEA（国際原子力機関）OSART＊１（運転安全調査団）に
よるフォローアップ調査＊２を受け入れておりましたが、本日、調査が全て終了し、

OSARTから調査結果のご報告をいただきましたのでお知らせいたします。 
 
OSARTによる調査結果では、総括として「不十分な進捗にある推奨事項は 1つも
確認されず、これらの結果は非常に優れている」との評価をいただきました。また、

「発電所では是正処置のプログラムが個々の推奨事項より非常に広範に、より包括的

な対応を実施していた。発電所は OSARTが指摘した全ての推奨事項および提唱事項
を完全に分析していた」とご報告いただいております。 
なお、最終報告書は約 2ヵ月後に IAEAから日本政府を通じて受領する予定です。 
 
当所では、今後も引き続き、安全確保を最優先に原子力発電所を運転するとともに、

品質マネジメントシステムに関する規格である ISO9001 や OSART など第三者機関
による評価をいただきながら、品質保証活動のさらなる改善に取り組み、地域の皆さ

まからご信頼いただけるよう努めてまいります。 

 

以 上 
 
＊１：OSART 

Operational SAfety Review Team の略。IAEA（国際原子力機関）が、国際的専門家で
構成されるチームを編成し、発電所運営上の安全性について評価を実施する。 

＊２：フォローアップ調査 
本調査（平成 16年 11月 1日～17日）での改善推奨事項に対する発電所の対応状況に

ついて、独立した国際的な視点で評価を行う追跡調査。 
 
 
＜添付資料＞ 
 （別紙）PRESS RELEASE OSART FOLLOW-UP MISSION TO KASHIWAZAKI 

KARIWA NUCLEAR POWER PLANT,JAPAN（英文） 
（参考）柏崎刈羽原子力発電所における IAEA（国際原子力機関）OSART（運転安全調査

団）フォローアップ調査について 







以 上 

（参考） 

柏崎刈羽原子力発電所におけるＩＡＥＡ（国際原子力機関）ＯＳＡＲＴ（運転安全調査団）フォローアップ調査について 

１．フォローアップ調査の概要 
○ 目  的：本調査での改善推奨事項への発電所の対応状況について、独立した国際的な

視点で評価を受ける。 
○ 期  間：平成 18年 5月 15日～19日 
       ［IAEAが定めた標準的な実施時期（本調査終了後 1年半程度）による］ 
○ OSARTフォローアップチーム 

• チームリーダーはミロスラフ リパー氏（IAEA、本調査時のチームリーダー） 
• スロバキア、スペイン、チェコからの 5名（レビューアー4名、オブザーバー1名）の原
子力分野の専門家で構成 

• レビューアーは全て本調査時のメンバーで構成 
○ 評価活動：改善推奨事項への発電所の対応状況について、書類調査、職員へのインタビ

ュー、対応状況確認のための発電所現場観察を実施 
 
※ ＯＳＡＲＴは、 UOUperational USA Ufety URUeview UT Ueam の略。ＩＡＥＡ（国際原子力機関）が、国際的専門家で構成される

チームを編成し、発電所運営上の安全性について評価を実施する。 

 
２．本調査の概要 
（１）実施状況 
○ 期  間：平成 16年 11月 1日～17日 
○ 対象号機：4号機（定期検査停止中）、6号機（運転中） 
○ 評価分野：「管理・組織・運営」、「訓練・認定」、「運転」、「保守」、「技術支援」（「運転 

経験ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ」含む）、「放射線防護」、「化学」、「緊急時計画と準備態勢」  
○ OSARTチーム 

• チームリーダーはミロスラフ リパー氏（IAEA） 
• 世界 13カ国（スロバキア、スペイン、ドイツ、カナダ、英国、フランス、チェコ、フィンラ

ンド、米国、スウェーデン、中国、ウクライナ、ロシア）16名（レビューアー 12名、オブザ
ーバー 4名）の原子力分野の専門家で構成 

• レビューアーは評価分野の実務経験者 
○ 評価活動：書類調査、職員へのインタビュー、入念な現場観察に基づき、良好事例の抽

出ならびに改善推奨事項の提案を実施 
 

 

 

 

 

 

 

（２）総括評価（主な結論） 

プラント運転上の安全性改善に非常に熱心かつ固い決意をもって取り組んでいる。 

 
○ 良好点 

• OSARTに対するオープンな対応、進んで学習、改善しようとする姿勢 
• 非常に素晴らしい設備状態、整理・整頓状況 
• 協力企業との協調及び長期的なパートナーシップ 
• 地域に対する尊敬の念、地域からの信頼を高めるための広範な取り組み 
• 教育訓練設備（シミュレータ訓練のレビュー設備） 
• 所内外組織が参画しての緊急時の訓練 
• 地震後のプロフェッショナルで包括的な対応 

 
○ 改善推奨事項（発電所が既に取り組んでいる改善継続を奨励、一層の改善に向けた提案） 

• パフォーマンス指標（発電所の運転実績、運営状況を定量的に評価するための指標）の開発、

設定に取り組んでいるところであるが、海外の事例も踏まえながら、より広範なパ

フォーマンス指標の制定を加速すること 
• 安全管理に関する様々な取り組みについて整理し、体系化し、効果的、効率的に実

施すること 
• 現場の整理整頓、火気使用作業の厳密な許可等により火災発生防止が十分に図られ

ているが、万が一火災が発生した際の影響緩和のために、火災防護（火災防護の組織、

訓練、可燃物や防火扉の管理）をさらに強化すること 
• 予防保全プログラムの見直し（時間を基準とした保全から機器の状態を基準とした保全）

に向けた活動がなされているが、保全活動の系統的な評価、活動の手引きの準備を

行うこと 
• 全般的に線量は低く、線量の高い区域は適切な遮へいがされているが、一層の線量

低減のため、注意喚起の情報表示の徹底等、ALARA プログラム（放射線量を合理的
に達成可能な範囲で低く抑えるための取り組み）を一層改善すること 

• 化学物質等のプラント内への持込は所管箇所毎に管理されているが、持込が許容さ

れる物質について総合的なリストを作成する等、包括的な管理を行うこと 
 

 
 
 
 
 
 

現場観察状況（４号機原子炉建屋） 現場観察状況（屋外取水設備） エントランスミーティング 書類調査状況 


